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周囲に聞かれることなく
音声入力が可能です。

1.�参考文献：電子情報通信
学会 信学技法 SP2003-
105 WIT2003-17,18

（2003-10）

研究成果の応用可能性

1）�新幹線などで周囲に音声がもれず電話会話ができるので、
デッキに行く必要がない。

2）�会議中に電話をしても、音声が隣の人に聞こえないので、部
屋から出る必要がない。

3）�電気振動による発声なので声質の個人差が少ない。
4）�電気振動による発声なので、発語の自然性がなく、いわゆ

るロボットボイスになる。

電話をかけるとき、声帯振動や呼気を用いず口パクで話す
ため周囲の人には全くきこえないが、遠隔地にいる電話の受
け手には音声が伝わるシステムである。

本音声入力装置は、原音を作る電気振動体と舌や口唇を用
いて行う構音動作によって口腔内に生じる言語音を集音す
るマイクロホンを備えている。小さい振動体を使用者の頸部
付近に接触させ、マイクロホンをその近傍に設置する。声帯
振動の代わりに電気振動体で作られた振動は口腔内に伝え
られ、次いで言語音が構音動作をすることによって生成され
る。生成された言語音はマイクロホンによって集音され通信
装置や情報処理装置へと送られる。振動体の音圧を周囲に聞
こえないくらい小さい音に制御すれば、可聴音が外部に漏れ
ることなく言語情報を
各種装置に入力するこ
とができる。本入力装
置によって、騒音によ
る迷惑を防ぎ、話し手
は話の内容を他人に知
られることがない。
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